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理 科 「無接点充電器で電流が発生する仕組みを探ろう」「無接点充電器で電流が発生する仕組みを探ろう」

日常生活で利用されている科学技術から，理科を学ぶ意義や有用性を実感するTYPE Ⅲ
5⑵

参照▶

課題の見られた問題の概要と結果

5　電磁誘導を利用した技術の仕組みについて科学的に探究する（物理的領域）

5⑵　正答率 57.1％
第１分野　⑶　電流とその利用
　　　　　イ　電流と磁界
　　　　　（ｳ）　電磁誘導と発電

学習指導要領における分野・内容

　理科で学習したことに関係のある科学技術について，科学的な概念を使用して考えたり説明したりすることに課題
が見られました。そこで，本アイディア例では，日常生活で利用されている科学技術に関する疑問から，項目（単元）
を貫く課題を設定することで，電磁誘導などの学習をより身近なものとして捉えることができる指導事例を紹介して
います。この事例を通して，理科を学ぶ意義や有用性を実感することを狙いとしています。

　電磁石を動かさず，スイッチを入れたり切ったりす
ると，検流計の針が振れる理由を，「磁界」という言
葉を使って説明する。

理 科 「高度による気圧の違いについてモデルを使った実験で調べよう」「高度による気圧の違いについてモデルを使った実験で調べよう」

実験における装置や操作の意味を自然の事物・現象と対応させるTYPE Ⅰ・Ⅱ
2⑷

課題の見られた問題の概要と結果

2　島の上だけに雲ができる現象と飛行機内の菓子袋が膨らむ現
　　象について科学的に探究する（地学的領域）

2⑷　正答率 62.7％

第２分野  
　⑷　気象とその変化
　イ　天気の変化
　（ｱ）　霧や雲の発生

学習指導要領における分野・内容

　モデルを使った実験において、装置や操作と自然の事物・現象との対応を認識することに課題が見られました。そこで，
本アイディア例では，高度による気圧の違いをモデルを使った実験で調べる指導事例を紹介しています。ここでは，実
験の装置や操作などが自然の事物・現象の何に対応しているのかを明らかにして実験を進めることを狙いとしています。

　上空を飛行中の飛行機内での菓子袋の膨らみ
を検証する実験について，空気を抜く操作に対
応する飛行機の状況を推論する。

ポイントポイント

「平成27年度 報告書 中学校 理科」P.37～P.46,「平成27年度 解説資料 中学校 理科」P.26～P.33参照▶

●　無接点充電の電動歯ブラシなどの科学技術に関する生徒の疑問から項目（単元）を貫く課題を設定して，「電磁誘導と
発電」について学習することは，理科を学ぶ意義や有用性を実感する上で大切である。

●　実験の装置や操作と自然の事物・現象との対応を明らかにし，課題について科学的な探究を進めるように指導に当たることが大
切である。

●　対応を明らかにするには，例えば，対応関係にある言葉や文章（下線部）を踏まえて考えたり説明したりすることが大切である。

「平成27年度 報告書 中学校 理科」P.58～P.66,「平成27年度 解説資料 中学校 理科」P.44～P.48

登山の際，未開封の菓子袋と頂上で飲み干
した後ふたを閉めたペットボトルの膨らみ
が変化しましたね。それは気圧が関係して
います。ＡからＤの装置を使って調べるこ
とができます。「菓子袋が膨らむこと」と「ペ
ットボトルがへこんだこと」についての実
験と予想される結果を考えてみましょう。

実験１で，しょうゆさしは，何に対応してい
ますか。また，瓶の中の空気を減らすことは，
登山でどのようなときに対応していますか。

しょうゆさしは菓子袋，空気を減らすことは，
山に登っているときに対応しています。

山に登っていくと，まわりの気圧が低くなっ
ていくので，菓子袋が膨らみます。

実験２で，しょうゆさしは，何に対応してい
ますか。また，瓶の中の空気を増やすことは，
登山でどのようなときに対応していますか。

しょうゆさしはペットボトル，空気を増やす
ことは，下山しているときに対応しています。

下山していくと，まわりの気圧が高くなって
いくので，ペットボトルがへこみます。

装置や操作が自然の事物・現象の何に対応しているのかを考えながら，実験を行いましょう。

装置や操作が自然の事物・現象の何に対応しているのかに着目して，
菓子袋とペットボトルの膨らみが変化する理由を説明しましょう。

無接点充電器で電流が発生する仕組みを説明しよう。単元を貫く課題

（第１・２時）無接点充電器で電
流が発生する仕組みに疑問をも
ち，コイルと棒磁石の相互運動
による電磁誘導の実験を行う

（第３時）無接点充電器に
見立てたコイルと電磁石で
誘導電流を発生させる実験
を行う

（第４時）無接点充電器に流れ
る電流の流れ方を予想して，実
験によって確かめ，交流の性質
を調べる

（第５時）無接点充電器で
電流が発生する仕組みを説
明し，電磁誘導を利用した
身近な科学技術を調べる

コイルと棒磁石で電流を発生させよう第１・２時

第 3時

第４時

第 5時

１．無接点充電器の良さや疑問について話し合う。
Ｓ：無接点充電器の良さは，水に濡れても感電しないことです。置くだけでなぜ充電できるのかが疑問です。

Ｔ：図２のように，リード線をコイル状にして，無接点充電器の上に置いてみましょう。
Ｓ：わぁ。豆電球が光りました。
Ｔ：無接点充電器で電流が発生する仕組みを調べていきましょう。

コイルと電磁石を動かさずに誘導電流を発生させよう
１．無接点充電器の構造を知る。

Ｔ：磁石を動かしてもスイッチを入り切りしても誘導電流が発生しました。両方の実験の共通点は何でしょうか。
Ｓ：共通点は，コイルの中の磁界が変化していることです。

Ｓ：充電器の中には電磁石が入っているけれど，動かせません（図３）。     
Ｔ：電磁石を動かさないのに誘導電流が発生する仕組みを探究していきましょう。

交流の性質を調べよう
１．無接点充電器に流れる電流の流れ方を予想する。

２．交流の性質を調べる。（LED・オシロスコープで直流と交流を比較する）

Ｔ：充電器ではスイッチは入り切りしていません。どのような仕組みで磁界を変化させているのでしょうか。
Ｓ：充電器に流れる電流の大きさが変化しているからだと思います。
Ｔ：充電器に流れる電流の流れ方を調べてみましょう。

無接点で電流が発生する仕組みを説明しよう
１．無接点充電の電動歯ブラシに，接点がないのに電流が流れる仕組みを説明する。
２．電磁誘導を利用した他の科学技術（発電機，ICカード，IH調理器など）を調べる。

登山の際に菓子袋とペットボトルの膨らみの変化が起きる現象は，何に関係しているのか。課題
１．自然の事物・現象を捉え，モデルを使った実験を計画し，装置や操作を確認する。

２．生徒が計画した実験を行う。

Ａ：ガラス瓶（耐圧）

Ｂ：ふたをしたしょうゆさし

Ｃ：空気を入れる装置

Ｄ：空気を抜く装置

実験１「菓子袋が膨らむこと」を調べる

＜方法＞

  瓶の中に，ふたをしたしょうゆさしを入れる。次に，

空気を抜く装置を使って，瓶の中の空気を減らす。

＜予想される結果＞

  瓶の中のしょうゆさしは，膨らむ。

実験２「ペットボトルがへこむこと」を調べる

＜方法＞

  瓶の中に，ふたをしたしょうゆさしを入れる。次に，

空気を入れる装置を使って，瓶の中の空気を増やす。

＜予想される結果＞

  瓶の中のしょうゆさしは，へこむ。

３．結果から考察する。

第１分野  
　⑴　身近な物理現象
　イ　力と圧力
　（ｲ）　圧力

下山後の学校（標高30ｍ）頂上（標高2000ｍ）出発前の学校（標高30ｍ）

２．電動歯ブラシに見立てたコイルを無接点充電器に置いて電流が発生することを確かめ，課題を設定する。

３．コイルと棒磁石の相互運動で誘導電流を発生させる実験を行う。

２．電磁石の回路のスイッチを入り切りして，誘導電流を発生させる実験を行う。 装置や操作が自然の事物・現象の何に対応しているのかを考えながら，実験を行いましょう。

装置や操作が自然の事物・現象の何に対応しているのかに着目して，
菓子袋とペットボトルの膨らみが変化する理由を説明しましょう。

３．結果から考察する。
ポイントポイント

図１

図３

図２


